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新潟堆積盆地西部の中新・鮮新統の砂岩の堆積過程について（予報）

影山邦夫＊鈴木尉元＊平山次郎＊＊
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　A　sedimentological　study　was　made　ofthe　sandstone　layers　in　the　central　p＆rt　ofNiigata

sediment躍ybasin．Theyarethe　constituentsofTeradomariシShiiya，Hamatsud批andNishiyama

fbrmations　deposited貸om　middle　Miocene　to　early　Pliocene　in　age。

　　　The　sandstone　layers　are　the　typical　turbidite，judgingfピom　their　textures　as　seen　in　the

photos。The　direction　of　transportation　of　sand　is　measured　by　the　sole　markings　and　cross

lamina．

　　　The　sand　of　Teradomari　fbrmation　is　supposed　to　be　Howed　f士om　south　to　north．The

fbrmation　which　is　thought　to　be　mother　rocks　of　petroleum　might　be　deposited　under　the

＆naerobic　condition　as　it　is　not　disturbed　by　the　burrows．

　　　In　the　Shiiya　stage，the　direction．oftransportation　changes　toward　northwest　in　the　north

part　ofthe　area　due　to　the　upheaval　ofYahiko　mountain。

　　　In　the　Nishiyama　stage，the　direction　is　reversed＆nd　the　sand　is　supposed　to　be　supplied

仕om　north，The　Hamatsuda　stage　is　the　transitional　one．

まえがき

　堆積岩中に発達する堆積現象を解析して，古地理の問

題解明に役立てる仕事は，古くから行なわれてきた。し

かし近年，底痕やクロスラミナを用いて，堆積盆地内の

古地形や後背地の問題を論じた論文が，わが国において

も外国においても，非常に多くなってきたように思われ

る。これは，一つには，層序学的資料がかなり蓄積さ

れ，構造地質学的に一応の総括がなされて，古地理的な

問題についてもある程度推察できるようになり，これを

さらにこまかく解析したいという要求によることと，も

う一つは，石油や天然ガスなどの鉱床の貯溜岩の発達を

予測するという，実践的な要求によるものと思われる。

　私達が，ここ数年研究を続けている新潟堆積盆地もそ

の例外でなく，堆積学的研究が，近年かなり発表される

ようになってきた（本座，19653佐々木ら，19651篠原，

1967；猪間ら，1969；津田ら，1969）。現在私達は，累

＊燃料部
＊＊地質部

層単位での構造の発展過程を，段階的に追うことができ

るほどの状態に，研究を進歩することができている。そ

こで，この構造発達過程と後背地や堆積盆の古地理，堆

積物の堆積過程との関係などに，研究を進める一応の礎

地ができたと考えて，昨年からこの問題に取り組みを開

始した。

　以下にのべる資料は，新潟堆積盆地の新第三系の模式

地が多く分布する，中央油帯からそれ以西の地域につい

てのものである。現在まだ予察的な段階であるが，これか

らさらに多くの資料を蓄積していきたいと考えている。

1．地質概説

　この地域は，新潟県のほぼ中央部の海岸沿いの地域

で，西山油帯や中央油帯など多くの油田が発達してい

る。そして，寺泊層から灰爪層に至る中新世から鮮新世

にかけての地層の模式地が設定されている。

　寺泊層は，模式地の寺泊付近と石地付近に分布する。

灰褐色の泥岩に薄い凝灰質の極細粒砂岩を挟む地層で，

処々に比較的厚い砂岩や凝灰岩を挟む。模式地の大河津
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第1表　本地域の地質層序

　　Stratigraphy

・地質時代

　A3e

鮮新世

Pliocene

中新世

Miocene

　地層
Formation

魚沼層群　　Uonuma　G．

W＆nazu　f．

灰爪層　Raizume£

西山層Nishiyamad

　　　Eam＆tSuπ「

椎谷層　Shiiya　L

寺泊層　Teradomari£

七谷層　Nan＆tani£

津川層　Tsugawa£

分水の下半は，七谷層相当層といわれている（内尾，

1966。この下半部は，泥岩・砂岩が堅硬で，間に挾まれ

る凝灰岩もベントナイト質となる（P傭63の1）。

椎谷層は，模式地では20～150cmの中～粗粒砂岩と

5～10cm前後の泥岩との互層で処々に比較的厚い砂岩

を挟む。巨視的に北方に砂岩の層厚ならびに粒度を減

じ，郷本付近では中～細粒細岩と泥岩との薄い等量互層

となる。中央油帯においても，南から北方に同様の傾向

が認められる。すなわち，南方の曽地峠付近では，20～

50cmの中～細粒砂岩と10～20cm位の泥岩との互層

で，層厚も大きいが，北方の中永峠付近では，5～20cm前

後の細粒砂岩と10～50cmの泥岩の互層で，層厚も小さ

くなり，弥彦山塊方向では層厚がさらに薄くなる（P傭6

5の1）。
　はまつだ

　浜忠層は，模式地におV・ては，20～30cmの泥岩（灰

緑色）に2～5cmの微細粒砂岩と処々に20～30cmめ

細粒砂岩を挟む泥勝ち互層である。郷本から出雲崎をへ

て浜忠など，海岸に沿う地域に比較して，一般に中央油

帯や余板西方などの東方に，しだいに砂岩の枚数も層厚

も粒度も減少する。また同様に北部に比較して，南部に

も砂岩の枚数も厚さも小さくなり，また粒度も小さくな

る（P鰯66の2）。

　西山層は，全般的に塊状濃緑色泥岩に特徴づけられる

が，出雲崎町井の鼻から北部の海岸沿いの地域では，基

底に50～70mの含礫泥岩や流状シルト岩などの表層型層

間異常が8～9層準発達する。井の鼻付近では約70mの

含礫砂層があり，これより以南では中粒砂岩に薄い泥岩

を挟む砂勝ち互層に移過するが，この砂岩は南方にしだ

いに薄くなり，石地付近では完全に消失する。この砂岩

は東方の中央油帯には発達しない（PJ傭7の2）。

　前述の各層はすべて，この地域においては整合に重な

る。
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第1図　位　置　図

2，解析の方法

底痕（ソール・マーキング）は，七谷層準ないし寺泊

層下部では，砂岩が硬いので，それをはがしてその有無

をたしかめ，方向を測定した。寺泊層上部以上の層準で

は，砂岩がやわらかいので，砂岩をけずって，泥岩の上

の面をだし，底痕の方向を測定した。この場合，その方

向は，地層の走向に平行な方向を軸として地層を回転さ

せ，それが水平になった所で，北からあるいは南からの

方位をもって表現した。流れの上流・下流の決定は，フ

ルート・カーストなどの形態によっても判定したが，大

部分は，砂岩単層の上部に発達するクロス・ラミナの方

向との関係で判定した。すなわち，底痕の方向と平行す

る方向および直交する方向で，しかも地層面に垂直に砂

岩単層をけずり，クロス・ラミナの傾斜する方向から決

定した。一部クロス・ラミナの方向だけで，方向を決定

したものもある。一般に，底痕の方向は，クロス・ラ

ミナの方向から決定された流れの方向とは一致しない

（BOUMA，1962）。しかし，このような方向判定にはさしつ

かえない程度のものであろう。

2一（54）



　①
寺泊町郷本

ψ　　，ロマ戸．7鷺／！

　’一

の

ノ、慧撫’ρ
罵濁・ンヘ

一一－’1鳶ミミ獣藁綱
・一1一・一一￥￥と肛一鹿島明神加ff
o’一’』き娘一‘こ’

　　②
寺泊町郷本海岸

　o
O　　　　　　　　o

臼　o　　　　．9　ダ
．　　　”甲　　・　　　　．

，》・、・．牒，》　・　ゲ』Σ箏鞭

｝漏1蝋繍　　　’

　渦調　　淋
謬鰐，

灘漁

ゆ。一』　F　1　牌1　1》

　、　加＝＝

、

吻ゆ　　　I　g騒

，甲臼・一鮒甲．一、

”も、・一一

　　硬
＿　欄。諾＿
炬』∵門一嬉

噺
一瀞鰍欝糠

　～喚一
④　　　　励

　窟　『

繋　聴
　－η鵜、美＿＿一　　　　一’1踏　　　　」

G。　　　一

旨繭軍も黙逡

藩 ．こ越一
　　　幽
　ψ　4臨　　　鋤
〆聡喫“…〆

，－」母懸ン

解、　　　．

　　一齪簸＿
　　ヤー

癬　　瓢一
一一一一r
滋漁櫨

鞭欝

／

／

／

／

／

／－

／

／

／

／プ

／

／

／

／

／

イ

／

／

／

／

　　　⑤

三島町中永トンネル

／

／

編韓惹
　　ミ三　⑫の

　　④
．西山町荒谷

一1　d

り
・
＼
ミ

瓶　・～

・　　含礫

”翫’　，⑰

異

，状

堆

積

～し

　伽・　
駄麟｝《咄

．麟．籐
4ゆ戯

■－吊．g　P

　　ヌ　ゴい　　ヒゆノ
’！　を　 P

．

“『

遡

気熟諦黛陶

　ヤ

歩」へ

腱・

略

」鮎

血

一一

．致　　難・

魁》

ゐ　　、二・

　・麟

＼
、
無
葦
欝

、蕪事

繰瀕γ之1
装1鎌♪流争∫r
率「1￥暴』’轟’途二

第3図　鹿島明神tu仔．L位（椎谷層）のスケッチによる柱状図

L董聾］底棲生物による底痕

二乖岩
巳鋼響羅

團
　　　　　ロ　　　微系田邦立石少岩

　　　細粒砂岩
　　　中粒砂岩
　　　粗粒砂岩

騰
　　　浮石粒
　　　凝灰質
　　　　　　　ド　　　シルト凝灰岩
　　　細粒凝灰岩

一炭質物

Ocm

20’

40

60

80

100

嚢

§

蒙

萎

　i

凝



新潟堆積盆地西部の中新・鮮新統の砂岩の堆積過程について（予報）　（影山邦夫・鈴木尉元・平山次郎）

匝璽刀。num試

匿麹Wanazu丘

医嚢H釦zume王

…Nishiya剛

璽融matsudat
匿ii塑Shiiya乳

　　、！v
　vVVV　VV〉V、ヘノ　　レ　い

欝’
　　彦！
．一｝－山

Teradoma．ri・、　”』o

寺泊　、、．～ 大

河
　津
　分
　　水

墜毯Terad・mari－Nanatanif多且5本．∫チ…1…薪LOく’

幽
　　　　　　　　　　　　　　ししロ　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロロ　　　　　　　　　　　　　の　ロ
　　　　　　　　　　　　　　ロ　　ロ　し　　　　Tsugawaf．　　　　　．・と・’1●　．’r9．＃，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　じ　　　ド　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　井　、’，f・．9＿∵●一1葦，
　　　　　　　　　　　出ノ　，，壁．．，．．。．．，・猛÷・

　　　　　　　　　　　講慧縣畳瑳箋．与
　　　　　　　　　　　　　　・，・一。嵐÷凱』，　　板

SeaTapan　垂iii議，羅態．箋・
　　　　　　　石地難舞騒饗薪

　　　　　　　　　　彼灘…認　難碁●

　　　s購纏嚢灘難
　　　　　　鰭叢嚢…iiil・i夢獄

Kashlwazaki

　柏崎

　麺轡・’一縮÷嵩匙罫
’1・，侮’．・i：葦茎±÷三

謬iiliぎ

　　5km

第2図地　質　図

単層の組織は，露頭を地層面と直交する方向に平らに

けずり，サンダーで平らにみがいて，たわしなどでこす

り，組織を強調してスケッチした。この場合，露頭に10

×10cmのメッ・シュを白墨で切り，1／・・の縮尺で行なっ

た（第3図，第4図）。

3．堆積構造

3．1寺泊～七谷層

　この層準の砂岩，泥岩層は，他の層準のそれらと異な

り，底棲動物によってその組織が乱されておらず，きわ

めてよく保存されている。すなわち，底棲動物の棲処の

あとと考えられている砂管（sandpipe）や，はいまわっ

たあとなどが，ほとんど認められない。これは椎谷層以

上と比較して嫌気的環境で，底棲動物があまり棲息しえ

なかったためであろう。いわゆる黒色頁岩とよばれる特

有の頁岩の灰褐色の色調は，このような環境を反映した

ものと思われる。一般に有律互層で薄い砂岩単層は，組

織が判然としないが一部は下位から塊状級化部，平行ラ

ミナ部とクロス・ラミナ部，あるいはクロス・ラミナ部

だけから構成されている。泥岩との移過部には，平行

ラミナ部が発達することで特徴づけられる。厚い砂岩で

は，最下位に塊状級化部（部分的に，二枚貝の貝殻片を

ふせたようなラミナが観察される）が発達する。また，

まれに上部平行ラミナが認められる。すなわち，：BOUMA
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第5図　寺泊層・七谷層

（1966）によって定式化されたフリッシュ型互層の一般的

な組織を示す注1）（PJ伽3の2）。

　寺泊層の底痕やクロス・ラミナからの砂粒の堆積過程

を知る資料は，寺泊町の大河津分水と，石地町北方の2

カ所でえられた。両地域とも，南々西から北々東への砂

粒の移動過程を示す資料がえられた。この方向は，ほぼ

●この地域の構造の一般的な方向に平行する方向である。

なお，大河津分水の寺泊層中部付近では，南北に近い方

向をとるが，この変化が系統的なものかどうか，さらに

上位の層準の資料の収集が期待ざれる（第5図），（Pl膨

3の2，PJα≠64の1，2）。

　3．2椎谷層
　椎谷層になると，寺泊層とことなり，底棲動物によっ

注1）津田ら（1969）は，寺泊層を一般的な砂泥互層と異なる機構で

　　堆積したものであろ弘と予想しているが，組織から見ると，一
　　般のフリッシュと異なるものではない。

て砂岩・泥岩の組織が乱され，もとの組織を明らかにす

ることがかなり困難な所が多い。泥岩の色も，そのよう

な環境を反映してか，新鮮な所は濃灰緑色を呈する。模

式地や曽地峠など南部の砂岩単層は一般に厚いものが多

く，基底から，塊状級化部，平行ラミナ部，クロス・ラ

ミナ部から構成される。しかし，他の地域では，最大約

20～30cmの厚さで，基底から平行ラミナ部とクロス・

ラミナ部から構成されるものが多い。薄い砂岩単層で

は，クロス・ラミナ部だけから構成されるものが多い。

寺泊層の砂岩と泥岩との境界に発達する上部平行ラミナ

は認められない（第3図）。

　底痕やクロス・ラミナから推定される流れの方向は，

椎谷付近以南では南から北に向かっていたのに対して，

北部の海岸付近の山田や郷本部落付近では，南東から北

西に向かう方向をとる。さきにものべたように，椎谷層
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の砂岩の粒度は，海岸付近でも中央油帯に沿っても，南

から北にしだいに細粒になるが，上にのべた流れの方向

は，このような粒度分布とよく相関する（第6図），（P傭6

5の2）。

　3．3浜忠層
　本層も椎谷層と同じく，砂岩層，泥岩層とも，底棲動

物によってその組織がかなり乱されている。浜忠層を特

徴づける数cmの薄い砂岩層はクロス・ラミナによって

特徴づけられる。一方，その間に処々挾まれる10cm前

後の厚い砂岩は，基底から平行ラミナ部，クロス・ラミ

ナ部から構成されるものが多いが，クロス・ラミナだけ

から構成されるものもみられる（第4図），（P傭66の

1，P伽67の1）。

　砂粒を沈積させた流れの方向は，北部の海岸付近と西

山油帯とで測定された。北部の山田部落付近では，北東

ないし東から南西ないし西に向かう流れを示すのに対し

て，南部の模式地の浜忠付近では南から北への方向をと

っている（第7図），（PJ伽7の1）。

　3．4西山層
　ここでは，西山層の基底に発達する表層型層間異常

（含礫泥岩）と砂勝ち砂泥互層から資料をえた。この表

層型層問異常は，久田から出雲崎町井の鼻付近まで発達

し，これから以南では，砂勝ち砂泥互層に移過して稲川

付近にまで追跡することができる。それ以南では，砂岩

は消失する。

　表層型層間異常は，全部で8～9枚からなり，花闇岩の

小礫を含む陶汰の悪い含礫泥岩である。砂勝ち砂泥互層

を構成する砂岩は，基底から塊状級化部ないしコンヴォ

リュート・ラミナ部があり，その上に平行ラミナ部，クロ

ス・ラミナ部をもつ，一般的なフリッシュ型の砂岩組織を
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第7図　浜忠層

呈する。底棲動物によって組織が乱されている点は，椎

谷層，浜忠層と同様である（PJ傭7の2，・PJ伽8の1）。

　これら砂岩の基底に発達する底痕や直上部に発達する

クロス・ラミナの方向によって示される流れの方向は，

一般に北から南を示している。この事実は，上にのべた

西山層基底に発達する粗粒部が，北方にしだいに粗くな

り南方に消失する事実と調和的である（第8図）。

4．古地理と構造運動についての考察

　以上にえられた資料をもとに，古地理的な間題構造

地質学的な問題について，多少の考察を加えることにし

よう。

　従来描かれている等層厚線図（望月央，1962）による

と，寺泊期には，すでに弥彦一角田の山塊は隆起帯であ

った。ところが，寺泊・七谷期の砂を堆積させた流れは

南から北に，同山塊に向かっている（第5図）。この事実

は，この山塊は，隆起帯として堆積物は厚く堆積しなか

ったものの，地形的にはあまり表現されず，おそらく海

面下にあったことを示すと考える。次の椎谷期には，こ

の山塊は前期同様に隆起帯であったことが，望月の等層

厚線図から読みとれる。しかし，第6図からわかるよう

に，この山塊のかなり南方で，砂を沈積させた流れが北方

向から北西方向に向きを変えていることがわかるであろ

う。この事実は，この期になると，弥彦一角田山塊が流れ

を支配するほどに，地形的にあらわれ始めたことを示す

ものであろう。この椎谷期は，その構成堆積物が一般に

粗粒であるということから，後背地が急激に隆起した時

代と考えられる。また，脊陵地域の造山期であるといわ

れていることから，隆起運動が後背地にとどまらず，堆積

盆地内にもおよんでいたことを示しているのであろう。
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　浜忠期は，前期の椎谷期と次の西山期との中間的な性

格をもっている。

　西山期は，椎谷期とまったく異なった様相を示す。す

なわち，砂を沈積させた流れは，ほとんど北から南に向

かっている（第8図）。

　しかも，その堆積物の粗粒物質には，花歯岩類や古生

層礫などが認められる。このことは，この期に，この地

域の西北方の海中に，古期岩類からなる隆起部が存在し，

それが浸食地域に転化したことを示し，地形的に現在の

佐渡ケ島のようなものが想像される。この流れの方向が

新潟堆積盆地全域にわたる方向とは思わないが，このよ

うな推定を下す根拠には，次のような現象がみられる。

すなわちこの西山期が，堆積盆地の分化が進行した時期

に相当するということである。たとえば，北蒲原におい

ては，この期の堆積物に層問異常が多く発達し，しか

も，瀬波背斜，新胎内一中条一紫雲寺背斜は，この期か

ら基盤が上昇して形成された背斜であるという（片平

1969）。また，新津一加茂地域においても，この西山期か

ら火成活動を伴なう相対的沈降帯が隆起帯に転化し，そ

こから東方に向かって火山岩が，堆積物として供給され

てV・る（鈴木・影山，1965）。

　すなわち，以前にわずかであるが，沈降を続けていた

地域が，隆起帯に転化し，隆起運動を開始した。このた

め椎谷期にくらべて西山期以後は地域釣に，浅海性の堆

積物が発達する。したがって，この地域の西山期の堆積

学的諸現象や，流れの変化は，このような運動を反映す

るものであろう。

　終りに本研究に御協力いただいた，島田忠夫・三梨昂

・宮下美智夫の各氏に対して厚く謝意を表します。

　　　　　　　　　　　　　（昭和45年3月稿）
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2．寺泊層の砂岩単層のラミナの様式（寺泊町大河津分水）
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